
 

 

 

 

 

 

多度津町 

若手職員ワーキング、懇談会 

第４回 まねきねこ課 会議報告書 
 

 

 

 

 

 

◆日時  平成 28 年 11 月 21 日（月）  18：00～20：00 

 ◆場所  多度津町役場 

 ◆内容  第３回会議振り返り 

      アイデアの説明、投票 

      グループワーク 

「アイデアの具体化」 

 ◆プログラム 

  １．開会 

  ２．第３回会議の振り返り 

  ３．アイデアの説明、投票 

  ４．グループワークの実施方法説明 

  ５．グループワーク実施、アイデアの具体化シートの作成 

 

 

平成 28 年 12 月１日 

 

 

 

 



 

 

 

■参加団体・若手町職員一覧 

 所属 参加人数 合計 

懇
談
会 

つながりプロジェクト 1 

13 名 

おいでまい町屋プロジェクト 1 

たどつまち歩きの会 3 

多度津さくら工房 2 

多度津町観光協会 1 

多度津商工会議所青年部 2 

多度津町教育委員会 0 

四国旅客鉄道株式会社多度津駅 0 

金剛禅総本山少林寺 0 

ナイスタウン出版株式会社 0 

株式会社 tao 2 

中讃ケーブルビジョン株式会社 1 

若
手
町
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

政策企画課 3 

17 名 

産業課 1 

総務課 2 

教育課 3 

町長公室 2 

住民課 1 

税務課 1 

福祉保健課 1 

建設課 1 

環境課 1 

上下水道課 1 

 

＊順不同 
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第４回 会議の実施内容 

 

（1）会議概略 

 

■全体の流れ 

次  第 実 施 項 目 

挨拶・開始あいさつ ・最初ご挨拶 

・配布資料の確認（前回のパワポ資料、当日の流れ） 18：00～18：05 

資料説明 

当日及び今後の進行説明 

18：05～18：30 

・第３回目の振り返り 

・アイデアの説明 

・アイデアへの投票 

・当日及び今後の進行説明 

グループワーク 

18：30～19：40 

・班に分かれてのグループワークを開始 

まとめ 

19：40～20：00 

・アイデアの具体化シートを作成 

・次回の実施について説明 

 

■会議の目的 

   ○第３回会議の振り返り 

   ○アイデアの説明、投票 

   ○アイデアの具体化 

 

 

 

 

  

【説明の様子】 

【投票の様子】 
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（２）グループワークの手法 

 

 ■語り合い 

第３回の会議でまとめたアイデア一覧に投票を

してもらい、実行するプロジェクトの絞り込みとメ

ンバーの決定を行い、プロジェクト具体化シートを

もとに話し合いをした。 

 

＜話し合いテーマ＞ 

    ・アイデアの具体化 

 

 

 

 ■具体化シートの作成 

具体化シートへ「事業の概要」「実施主体」「連携団体」

「成果」を記載し、具体化シートを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

■班ごとに全体発表 

完成したシートの班ごとに発表した。 

 

 

 

  

具体化シート 

（大きさ：模造紙半分） 
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第４回 会議まとめ 

 

（1）第３回会議の振り返り（講義形式） 

  第３回目の振り返りを実施。プロジェクト

カードに記入いただいたアイデア一覧を説明

し、参考事例を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

（2）アイデアの投票 

  第３回目でプロジェクトカードに記入してもらったアイデアの説明を行い、良いと思っ

たプロジェクトに一人４票ずつ投票を実施。投票の結果、票が集まった事業を選出した。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）事業ごとに分かれてグループワーク 

  投票の結果、７つの事業を選出し、事業ごとに分かれたグループワークを実施。各事業

について「事業の概要」「実施主体」「連携団体」「成果」を話し合っていただき、最終的に

具体化シートに記入した。 

 

 

 

 

 

 

  

１．●●● 

２．△△△ 

３．◆◆◆ 
良いと思う事業、自

分のしたい事業に 

シールを張る 
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第４回会議 総括 

 

（1）取り組みの選定 

第３回で出し合った取り組みをもとに話し合いたい事業に分かれ、グループワークを実

施したことについて、ターゲットやコンセプトに基づきながら、バランスよく班分けがで

きた。今後は話し合ったメンバーで、実行できるように具体化していくことが重要である。 

 

（2）取り組みの具体化 

今回の話し合いで取り組みを具体化した内容については、早急に実施できるもの、時間

がかかるものを精査し、年次計画に記載する予定である。既存の事業との整合をとりなが

ら、具体的に実施できることから実施を検討する。 

 

（3）今後の流れについて 

具体化シートの意見をまとめた「プロジェクト

シート」とタウンプロモーション戦略内で記載す

る予定の事業を合わせて、「実施時期」、「内容の

精査」を行い、プロジェクト一覧を作成する。 

 

 

 

 

 

  

（例）タウンプロモーション戦略 アクションプラン一覧 （平成 28年度） 

区  分 
まねきねこ課

提案事業 
既存事業 実施主体 

魅力づくり 

 １ 特産品開発   行政、町民団体 

 ２ 島・まち灯りプロジェクト   行政 

 ３ たどつ民泊プロジェクト   行政、まねきねこ課 

 ４ 子育てフェスタ   行政、団体 

 ５ 空き家リノベーション   行政、民間事業者 

 

 

 

 

 

 

具体的には、こんなことをします！（プロジェクト概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実施時期 

 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 

 企画 

調査 

調整後 
組織化 
受講者

募集 

訓練プ
ログラム 
開始 

 

 
 

 

 

 

 
    

 

 
●実施主体と役割 

 

 

 

 ●補助主体（サポート）と役割 

 

 

 

 

 

 

 

 
・宇宙飛行士＝グローバルトップエリートを活用した都市イメージを展開できる。 

・誰とでも心を開いて信頼関係を築き、先が見えない状況でも地道な努力を続け突破する宇

宙飛行士の訓練プログラムをクローズアップすることで、教育環境をグレードアップ。 

・たとえ宇宙飛行士にならなくても、社会の第一線で活躍できる人材が各務原から誕生す

る。 

・宇宙飛行士を岐阜基地に結びつけることで基地の街をポジティブなイメージに変える。 

 

（世界を目指す小・中・高校生とその親）を対象に 

 
  

アストロ ロード プロジェクト 

 

 

プロジェクトの推進により、得られる効果 

事業名 グローバルエリート教育事業 SWOT との整合 

※随時プログラムをレベルアップ 

市 ：航空宇宙科学博物館が養成クラスを設置。講演会や大会などイベントを開催 

学校：授業連携。高校生宇宙飛行士クラブを結成し大会に参加。 

市民：宇宙飛行士サポーターチームを結成（訓練ボランティア） 

 

 

 岐阜基地：油井氏の講演会を開催 

川崎重工：技術指導、大会等のスポンサー 

JAXA宇宙センター：訓練プログラムの開発アドバイザー、訓練認定、学校教育支援 

アニメコラボ ：宇宙兄弟、ふたつのスピカ、プラネテス、MOONLIGHT MILE等 

【各務原は宇宙飛行士への夢を実現できる場

所】 

・宇宙飛行士・油井氏は岐阜基地出身 

・航空自衛隊は宇宙飛行士への近道と言われ

る。 

・各務原高校教諭・舘氏は、宇宙飛行士選抜試

験の体験者であり、次世代に夢を授けている。 

・川崎重工が H2ロケットのフェアリングを作成 

 

・子どもに「強く生きる力」を身につけさせた

いと考える親が増えている 

宇宙飛行士養成クラスを設け、知識・技量
に応じて各種訓練プログラムを実施する。 
例＞「NOLS訓練」約 10日間の野外訓練
で、山や海など心身ともに厳しいストレス
環境下に身を置き、リーダーを交替しなが
ら移動し、リーダーシップやチームワーク
を鍛える。その他、語学などの教養講座も
開設。 
また、親子向けに宇宙飛行士や宇宙飛行士
を育てたお母さんたちの講演会を開催。 

※高校生訓練大会 ※講演会 

※宇宙飛行士を 
目標とする子供が 
1000人を超える 

※NASAの訓練見学ツアー 

※アストロボーイ＆ガール表彰 


